
青柳総本家

庫元ゼミ

多くの人の意見を聞き開発す
ることで、多面的なものの見
方を学びました。
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栄養学の知識を活かし、老若男女が喜ぶお弁当を開発

金城学院大学では、社会貢献の一形態として産学連携を実施。
大学が蓄積した研究成果である知的財産を社会に還元し「開かれた大学」をめざしています。
今回は生活環境学部食環境栄養学科の清水ゼミが企業とのコラボ弁当、
環境デザイン学科の弓立ゼミが介護施設の内装デザイン、
国際情報学部国際情報学科の庫元ゼミが和菓子の商品開発で産学連携を実施。
それぞれの成果をご紹介します。

マックスバリュとの共同開発弁当

　食環境栄養学科の清水
ゼミでは、マックスバリュ
中部株式会社の企画「ちゃん
とごはん弁当」で、夏のお弁当
を共同開発しました。参加し
たのはゼミの4年生、丸山莉
穂さんと仲山七虹さんチーム
と伊藤亜弥さん、島田知果さ
んチーム。健康に配慮し、旬
の食材を使う弁当に取り組み
ました。

　丸山さんと仲山さんは野菜
をたっぷり使った弁当を企
画。「愛知県の野菜摂取量は
全国ワースト1。少しでも改善
したいと思い考えました」と
ゴマだれで味わう夏野菜そう
めんを考案。夏でも食べや
すいイサキの梅しそフライ
やれんこんのマリネなどを
添え、1日に必要な野菜の
1/3を摂取できる弁当を考案
しました。
　伊藤さんと島田さんは魚を
使った弁当に取り組みました。
「若い人にも食べてもらいた
い」と彩りがきれいなピカタ
に仕上げ、トマトソースでボ
リュームアップ。また、さまざま
な世代に喜ばれるよう、野菜
や豆類も豊富に使用。これら

の弁当は6月、7月
に販売、当日は四
人とも店頭販売を
行いました。
　今回の開発では
「企業ニーズとの
すり合わせが難し
かった」と仲山さん
は話します。丸山
さんは「コストや材
料が限られ、苦労し
ました」と振り返り
ます。また「お客さ
んに自分の思いを
話し、買ってもらっ
たときは嬉しかっ
た」と伊藤さん、
「原価、作る側、お客さんの三
方向から考えるのは大変でし
た」と島田さんもいいます。

（左）ごまドレッシングで食べるそうめん弁当
（右）アジピカタ弁当
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デザインの学びを活かした空間へ

マーケティングの学びを活かしてニーズを把握

　株式会社ジェネラスが運営
するサービス付き高齢者向け
住宅「スワーヴ植田一本松」。
その内外装デザインに生活
環境学部環境デザイン学科
の弓立ゼミの4年生が取り組
みました。
　まずは、事業内容を把握す
るため、高齢者施設（デイサー

ビス・リハビリ・ショートステ
イ・住宅型有料老人ホーム）
の見学を行いました。その見
学で感じたこととして、濱田千
智さんは「部屋に色味が少な
い印象を受けた。もっと視覚
から元気になれる空間に変え
たい」、代財未菜さんも「今よ
り明るい雰囲気の施設にした

い」と話します。み
んなで話し合った
結果、入居する方々

に喜ばれるように「今までの
施設の概念にとらわれない、
明るい空間づくり」をめざし
て取り組むことになりました。
　学生たちは介護される側
の視点を意識しつつ、何通り
ものパターンを考え、外装を
はじめ、内装のカラーコーディ
ネートを提案。施主、設計者、
施工主と何度も打ち合わせを
しながら企画をすすめました。
濱田さんは「企業の方からは、
業界の常識にとらわれない若
い感性を求められ、その加減
や、実際の色目の調整に苦労
しました」と話し、吉田奈央さ
んも「イメージを伝えること
や、既製品との色の組み合わ
せに苦労しましたが、実際の
お仕事に近い経験ができてよ

かったと思います」と振り返り
ます。代財さんは「仕事には期
限があり、その期限通りにこ
なすのが大変でした。完成見
学会ではすでに入居者がほぼ
定員に達していて嬉しかった
です」と達成感を感じたようで
す。「責任感をもって社会とか
かわっていくことを感じてほし
い」という弓立先生の想いを
実現した、成果のあるプロジェ
クトとなりました。

　ういろうで有名な名古屋の
老舗ブランド・株式会社青柳
総本家と国際情報学部国際
情報学科の庫元ゼミがオリジ
ナルういろうの開発に取り組
みました。
　制作プロジェクトはチーム
リーダーの生田奈緒子さんと
ゼミ長の真弓渚さんを中心
に進行。まず最初に綿密なリ
サーチを実施しました。その

結果、親世
代から和
菓子にふ
れる機会
が少なく
なってき
ているこ
とが判明。
また同世

代に向けた調査では、「和菓子
は敷居が高く気軽に食べられ
ない」などの意見が聞かれま
した。次にゼミ生全員で会議
やプレゼン、工場見学を経て
製品への理解を深めつつ開
発をすすめました。
　パッケージに金城学院のロ
ゴを入れるなどデザインも検
討。「華やかさや高級感を出
すことに苦心した」と生田さ
んと真弓さんは話します。
　完成した生ういろうは赤ワ
イン、大納言小豆、桜の三層
仕立て。手軽にその
場で食べられる「串う
いろう」を用意したこ
とも功を奏し、金城祭
では約1時間30分で
売り切れるほどの人

気でした。「企画し、製品化をす
すめるという、現場でしか得る
ことのできない貴重な経験と
なりました」と生田さんは振り
返ります。また「企業の方から
多くのアドバイスをいただき、
課題解決への考え方を学ぶ
ことができました」と真弓さん
も話します。庫元先生も「初め
てにしては洗練された商品と
なりました。デー
タをたくさん
取って提案して
きたのもよかっ

たと思います」と学生の取り
組みを高く評価しました。
　今後は本格的な商品化に
向け、より高い基準をめざし
マーケティングをすすめてい
きます。

青柳総本家との生ういろう開発

ジェネラスの介護施設内装をプロデュース
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